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拍子 調 調関係 速度記号
Thema暑 Fd．ur AdagioCantabile
Var．1 甚 Dd．ur Themaより短3度下の調
Var．■ 暑 BdurVar．1より長3度下の調 Allegro　manon　Troppo
Var．HI ¢ GdurVar．：Eより短3度下の調 Allegretto
Var．IV 暑 EsdurVar．皿より長3度下の調 Tempo　diMemetto
Var。V 暑 cmo11Var．IVとは同主調の関係短3度下の調 MarciaAllegretto










Thema ノ ノa a a a
囚 團 囚
Var．1 ノ 〃a a a ♂
囚 團 囚
Var．1］： ， 〃a a a a
囚 團 囚
Var．皿 ， 〃a a a ♂
囚 圖 囚
Var．IV ’ 〃a a a ♂
囚 圖 囚








?? ?? ?? 回想部4小節
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演奏上からみたAnalyseの重要性について
　テーマと各々の変奏は、囚が8小節、圖が6小節から成り立っている囚圖
囚の三部形式である。
　テーマと変奏1を除いて、変奏Hから変奏V［までは、反復記号がある。
　調関係をみてみると、調の変化は、無秩序に行われているのではなく、一
つの法則のもとに行われていることに気づく。へ長調から短長交互に3度ず
つ下がっていき、変奏Vでハ短調となり、6小節の経過句では同主調のハ長
調となり、変奏VIで再びへ長調へ戻っている。
　各変奏において、すべて調、拍子、速度が変化し、それぞれの性格を描き
だしている。
結
　何故この和音がここに使われているか、何故この調性でここにかかれてい
るか等、’和声、調性、形式等の分析をもとに楽譜を深く掘り下げて読むこと
により、作曲家の意図を汲み取ることができるようになる。
　演奏に際して意味をもたない鍵盤へのタッチは物理的な音にすぎず、未熟
ではあるが楽理的背景と感情とを多少なりとも備えた演奏は前者とは本質的
に異なってくる。
　従って良い演奏をする為には、作曲家の意図としていることを譜面から読
み取り、作曲家が作った時と同じ次元に自分をおく事であると思う。すなわ
ち再思考である。作曲家の時代的背景や、作品のかかれた当時の環境等、調
べる必要性は当然であり、漠然とした感覚だけでは真に迫る事はできない。
作曲家ですら様々な音楽的思考を行ってきたのである。現代での演奏には、
必然的にAnalyseする事の重要さが当然求められるはずである。
　そして、Analyseを主体とする深い研究は、演奏上多くの効果があること
は論ずるまでもないであろう。
　従って、演奏とはAnalyseの基礎に立っての演奏に他ならないと考える。
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